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㈱東京ビッグサイトが主催する「JIMTOF=日本
国際工作機械見本市」。全館を使用する大型国際
展示会だ。世界で最も早く最先端の工作機械、モ
ノづくりの技術に触れることができる。日本国内
では２つしか存在しない、UFI（国際見本市連盟）
から国際認証を受ける世界的な信頼性のある見本
市だ。（提供：㈱東京ビッグサイト）

 「観光」という言葉から連想されるのはリゾート、レジャー、ショッピングといったキーワードだろう。
ところが「立国」という単語と合わせて語られるとき、物見遊山、行楽といった枠を超えた
戦略的視点を持たなければならない。その一つの柱となるビジネス分野の観光がMICEだ。
国際会議や展示会といった大型イベントは主催者や参加者の消費支出による大きな経済波及効果が
期待できる。さらに新たなビジネス機会や科学技術イノベーションの創出に大きく貢献。
MICE施設やインフラの整備による都市競争力、ブランド力の向上をも見込む。
日本がMICE開催地としていかに適しているか、その観光資源、ホスピタリティ、ファシリティの魅力を
世界にアピールしていくことが重要だ。動き出したJAPAN MICEの現場を訪ねた。
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日本のシェアは一貫して低下している

第 3 回JAPAN  MICE
文：槌田波留基

観光立国
推進の柱

アジアで開催される国際会
議の約半分が日本で開催さ
れていた20年前に比して、
現在は2割程度まで開催件
数が減少した。誘致活動を
積極的に推し進める周辺各
国に水をあけられる結果と
なっている。日本の国際競
争力強化は喫緊の課題だ。

（出典：国際会議協会統計）

アジア・大洋州における
主要国の国際会議
開催件数

日本各地に展示場施設が整
備されてきたが、世界では
近年、会議場や宿泊施設、
商 業 施 設 等 を 併 設 し た

「MICEゾーン」の整備が進
む。特にアジア有力国の誘
致体制強化や施設整備が顕
著だ。観光庁は世界の先進
的なMICE都市と渡り合う
ために、誘致ポテンシャル
の高い都市を選抜し、誘致
競争力強化の支援を始めて
いる。（左図は日本の主要
な展示場を示す）

グローバルレベルの
MICE都市の育成

マ イ ス
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ホテル椿山荘東京に新設された空中庭園「セレニテ
ィ・ガーデン」からは、緑に囲まれた日本庭園を一
望することができる。その先には新宿副都心の高層
ビル群。都市と自然が静寂の中で融合する眺望は東
京の財産だ。「日本的」であり続けることが「国際
的」なMICEのニーズに応える。（写真：中原一隆）

MICEの基礎知識

　

外
国
人
観
光
客
が
日
本
に
戻
っ
て
き

た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
激
減
し
た

来
日
者
数
は
、
環
境
に
対
す
る
風
評
被

害
の
収
束
、
顕
著
な
円
安
傾
向
に
よ
っ

て
急
速
に
回
復
。
今
年
二
〜
三
月
の
訪

日
外
国
人
客
数
は
前
年
同
期
比
約
三
〇

％
増
の
一
五
八
万
人
に
達
し
た
。
こ
こ

一
〇
年
間
で
最
高
の
数
字
で
あ
る
。

　

一
方
、「
M
I
C
E
」
は
、
こ
う
し

た
個
人
の
旅
客
以
外
の
観
光
需
要
を
意

味
す
る
。「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
」「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」「
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
頭
文
字
か
ら
な
る

造
語
だ
。
個
人
旅
行
者
の
増
加
を
商
機

と
捉
え
収
益
増
に
湧
い
た
観
光
地
と
同

様
に
、
M
I
C
E
も
巨
大
な
経
済
波
及

効
果
を
導
き
出
す
起
爆
剤
と
し
て
期
待

を
集
め
て
い
る
。

　

M
I
C
E
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
、
公
的
組
織
、
学
術
系
の
団

体
な
ど
大
型
団
体
が
メ
イ
ン
と
な
る
。

主
要
参
加
者
に
加
え
、
そ
の
関
係
者
、

家
族
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
も
世
界
か
ら
訪

れ
る
。
滞
在
期
間
も
長
く
、
付
随
す
る

パ
ー
テ
ィ
、
周
辺
観
光
が
併
催
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
参
加
組
織
、
団
体
か
ら

の
経
費
負
担
も
あ
り
、
参
加
者
個
人
の

消
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

　

日
本
国
内
で
一
万
人
規
模
の
国
際
会

議
が
開
催
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
経
済
波

及
効
果
は
約
三
六
億
円
、
税
収
額
は

一
・
六
億
円
に
達
す
る
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
M
I
C
E
全
体
の
訪
日
者
数
は

年
間
約
一
〇
〇
万
人
、
市
場
規
模
は
九
、

二
〇
〇
億
円
と
い
う
観
光
庁
の
調
査
結

果
が
あ
る
（
二
〇
〇
九
年
）。
何
よ
り
も

M
I
C
E
の
開
催
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
、
様
々
な
分

野
で
の
技
術
発
展
を
促
す
。

　

日
本
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
、

社
員
研
修
、
報
奨
旅
行
と
い
っ
た
「
M
」

や
「
I
」
が
盛
ん
だ
っ
た
。
さ
ら
に
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
国
際
展
示
や

学
術
会
議
な
ど
「
C
」「
E
」
に
お
い
て

も
日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
主
要
開
催

国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、
韓
国
が
台
頭
、
我

が
国
の
競
争
力
低
下
は
否
め
な
い
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
政
府
は
平

成
二
十
四
年
に
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
を
策
定
。
M
I
C
E
分
野
の
国
際
競

争
力
強
化
に
触
れ
「
我
が
国
に
お
け
る

国
際
会
議
の
開
催
件
数
を
平
成
二
十
八

年
ま
で
に
五
割
以
上
増
や
す
こ
と
を
目

標
と
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
大
の
開

催
国
を
目
指
す
」
こ
と
を
示
し
た
。

主として民間企業がグループ会社やパートナー会社を招
聘して行う会議、大会、研修会などの会合。海外投資家
向けのIRセミナー、企業内VIPの会議などを指す。

功労のあった従業員や代理店などを対象とした表彰、研
修を目的とする旅行。企業が従業員に向けて開催する報
奨旅行の意味合いが強い。日常にはない「特別感」を提供。

M
Meeting

会議・研修・セミナー

I
Incent i ve

報奨・招待旅行

いわゆる国際会議のこと。学術組織、企業団体、政府等
が開催する大規模な会議。近年、日本で開催されたコン
ベンションに洞爺湖サミット、IMF総会などがある。

C
Convent ion

大会・学会・国際会議

国際的な見本市、展示会、博覧会から、スポーツ、文化イベ
ントまで広義に使われることが多い。東京モーターショ
ーや世界陸上、東京国際映画祭などが代表格。

E
Event / Exhib i t ion

イベント・展示会
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国
の
施
策
に
呼
応
し
、
様
々
な
業
界

が
M
I
C
E
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
世
界
を
も
て
な
す
、
日
本
が
あ
る
。」

を
ホ
テ
ル
コ
ン
セ
プ
ト
に
す
る
「
ホ
テ

ル
椿
山
荘
東
京
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

明
治
の
元
勲
、
山
縣
有
朋
公
が
目
白

の
高
台
に
こ
の
名
園
を
築
い
た
の
は
お

よ
そ
一
三
〇
年
前
。
こ
の
景
勝
地
を
後

世
に
残
そ
う
と
す
る
志
は
、
ホ
テ
ル
椿

山
荘
東
京
を
経
営
す
る
藤
田
観
光
グ
ル

ー
プ
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
以
来
、

日
本
を
代
表
す
る
施
設
と
し
て
そ
の
地

位
を
不
動
の
も
の
と
し
て
き
た
。
庭
園

は
一
般
に
も
開
放
さ
れ
て
い
る
。
春
に

は
神
田
川
沿
い
の
満
開
の
桜
、
初
夏
に

は
ホ
タ
ル
を
観
賞
で
き
る
自
然
豊
か
な

環
境
だ
。
庭
園
の
頂
上
に
立
つ
三
重
塔

は
広
島
の
寺
社
か
ら
移
築
し
た
も
の
で

室
町
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

地
下
鉄
有
楽
町
線
江
戸
川
橋
駅
か
ら

徒
歩
約
一
〇
分
。
都
会
の
真
ん
中
に
広

が
る
オ
ア
シ
ス
で
迎
え
て
く
れ
た
の
は

山
本
幸
次
郎
シ
ニ
ア
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。「
M
I
C
E
の
な
か
で
当
ホ

テ
ル
が
担
っ
て
い
る
の
は
主
と
し
て

『
M
』
と
『
I
』
の
分
野
で
す
。
国
内
外

を
問
わ
ず
、
業
界
団
体
や
企
業
の
会
議
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
に
際
し
、
そ
の
目

的
、
規
模
に
応
じ
た
全
三
六
室
の
会
場

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
ホ

テ
ル
四
階
の
「
ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
」

は
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
唯
一
の
階
段
式

専
用
会
議
場
だ
。
ス
ク
ー
ル
形
式
で

九
八
名
を
収
容
、
中
央
に
は
一
六
〇
イ

ン
チ
の
ス
ク
リ
ー
ン
、
各
席
に
A
V
設

備
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
配
し
、

同
時
通
訳
ブ
ー
ス
も
完
備
。
議
場
の
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
演
出
に
も
大
き
な
役
割
を

果
た
す
。

　

ホ
テ
ル
一
階
の
「
メ
イ
プ
ル
ル
ー

ム
」
は
二
二
八
平
方
㍍
の
小
ぶ
り
な
バ

ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
だ
。
会
議
を
終
え
た

参
加
者
が
く
つ
ろ
ぐ
空
間
と
し
て
供
さ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
宴
席
、
結
婚
式
な
ど

あ
ら
ゆ
る
用
途
に
対
応
す
る
。
室
内
に

は
優
し
い
自
然
光
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

「
部
屋
の
南
側
の
テ
ラ
ス
は
、
気
の
抜

山本幸次郎

ホテル椿山荘東京
販売課 シニアセールスマネージャー

JAPAN MICEの象徴ともいえる「ホテル
椿山荘東京」の営業担当として国内外のミ
ーティング誘致、営業を担う。東京観光財
団出向時に体得したノウハウ、ネットワー
クを今後の活動に最大限活かす。

 「和のおもてなし」で
会議を成功に導く
ホテル椿山荘東京

ホテル1階のバンケットルーム「メイプルル
ーム」。窓を開けると聞こえるのは鳥のさえ
ずりのみ。都内にいるとは思えない静かな環
境に包まれている。（写真：中原一隆）

右下／ホテル椿山荘東京の全体図。四季折々の美し
い自然、歴史と文化に彩られた史跡、そして用途に
応じた会議システム、宴会施設を擁する。
左上／ホテル4階にある「アンフィシアター」。
左下／「茶道体験」など日本ならではの「和のおもて
なし」は特に海外からの来訪者に人気だ。

（提供：藤田観光㈱）

け
な
い
会
議
の
後
の
疲
れ
を
癒
し
て
い

た
だ
く
空
間
で
す
」
と
山
本
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。
こ
の
部
屋
に
限
ら
ず
、
館
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
会
議
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン

だ
か
ら
こ
そ
来
場
者
の
心
の
ゆ
と
り
を

大
切
に
し
た
い
と
い
う
細
や
か
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
。
機
能
、
コ
ス
ト
を

最
優
先
す
る
通
常
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
と
は
一
線
を
画
す
ホ
テ
ル
椿
山
荘

東
京
な
ら
で
は
の
心
配
り
だ
。
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ア
ー
を
専
門
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

人
材
、
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
決
定
権
を
持
つ
彼
ら
に
対
し
て
、

日
本
独
自
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
は
重

要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
」。

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
、
彼
ら
が
他
国

で
携
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
逸
話
を
よ
く

耳
に
し
た
。「
二
年
前
の
会
議
で
使
っ

た
あ
の
ホ
テ
ル
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
を
聞
く
と
闘
志
が
湧
い
た
と

い
う
。「
会
議
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
好
印
象
、
貴
重
な
体
験
が
『
ま
た
訪

ね
て
み
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
に
つ
な

が
り
ま
す
。
我
々
が
海
外
旅
行
で
行
き

先
を
決
め
る
の
と
同
じ
で
す
よ
」
と
話

す
。
会
議
の
恒
例
化
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得
は
M
I
C
E
の
大
き
な
目
標
だ
。

　

六
〇
年
ほ
ど
前
の
開
業
当
初
、

M
I
C
E
の
要
素
は
す
で
に
あ
っ
た
。

当
時
か
ら
『
和
の
魅
力
で
世
界
を
も
て

な
す
』
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
変
わ
ら

な
い
と
山
本
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
言
う
。

「
M
I
C
E
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
の

な
か
で
、
日
本
の
価
値
を
見
直
し
、
再

強
化
し
て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
課

題
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
再
訪
す
る

お
客
様
が
増
え
る
。
こ
れ
に
勝
る
喜
び

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

藤
田
観
光
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
、
観
光

立
国
の
実
現
に
貢
献
す
べ
く
「M

ICE 
in the Green

」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲

げ
た
。
海
外
の
来
訪
者
か
ら
は
「
和
の

お
も
て
な
し
」
が
絶
大
な
支
持
を
得
て

い
る
。
山
本
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ホ
テ
ル

椿
山
荘
東
京
の
M
I
C
E
に
つ
い
て

こ
う
語
る
。「
M
I
C
E
の
誘
致
に
は

歴
史
的
な
史
跡
や
、
そ
の
地
域
に
特
化

し
た
モ
チ
ー
フ
、
即
ち
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ

ュ
ー
が
不
可
欠
。
こ
こ
に
は
伝
統
的
な

日
本
文
化
を
伝
え
る
「
宝
物
」
が
集
積

し
て
お
り
、
海
外
か
ら
の
参
加
者
に
強

い
印
象
を
残
し
ま
す
。
当
ホ
テ
ル
は

『
オ
ン
』
と
『
オ
フ
』
を
同
じ
空
間
で
享

受
で
き
る
施
設
な
ん
で
す
」。
都
会
の

中
心
に
あ
り
な
が
ら
、
静
け
さ
の
中
で

仕
事
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
独
自
の
環

境
が
東
京
が
持
つ
も
う
一
つ
の
顔
、
機

能
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　

山
本
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
昨
年
度
ま
で

二
年
間
に
わ
た
り
公
益
財
団
法
人
東
京

観
光
財
団
に
出
向
し
た
経
験
を
持
つ
。

M
I
C
E
を
念
頭
に
、
世
界
に
向
け
日

本
、
東
京
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
。

「
海
外
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
と
い
っ

た
、
国
際
会
議
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

少人数での会議から2,000名のパーティーまで、あらゆるMeetingに対応できる
36の会場。

ホテル椿山荘東京の日本庭園を守る庭師が講師をつとめ、
苔玉づくりを通じて日本伝統の盆栽文化を体験。

都内最大級のスパ施設でリゾー
ト気分を満喫。

数寄屋造りの料亭で季節の食材を活かした
料理を堪能。

会議の合間に四季の彩り豊かな庭園でリフレッシュ。
（写真：中原一隆）

右／日本庭園が広がる「箱根ホテル小涌
園」に宿泊。箱根外輪山や日本庭園を望み
ながら過ごす。
下／箱根小涌園ユネッサンの「森の湯」で
温泉三昧。ワイン風呂やコーヒー風呂な
ど、水着で楽しむスパもある。

イルカとふれあえる「下田海中水族
館」。世界初のアシカの水中ショー
が観られる。

箱根に移動して国立公園や美術館、世界遺産に登録された富士
山を巡り、英気を養う。（写真：PIXTA）

[1・2日目]

ホテル椿山荘東京で
会議

[3・4日目]

箱根・下田で
インセンティブツアー

日本の情緒・歴史を味わえるホテル椿山荘東
京で国際会議を開催。豊かな自然の中で、開
放感あふれるインセンティブツアーを体験。
Green（＝緑・自然・環境）の魅力と全国の宿
泊、コンベンション施設、ユニークベニュー
を最大限活用したMICEを提供している。

藤田観光グループが提供する
 「MICE in the Green」のモデルプラン

I
Incent i ve

報奨・招待旅行

M
Meeting

会議・研修・セミナー

提供：特記以外は藤田観光㈱
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総
展
示
面
積
約
八
万
平
方
㍍
、
年
間

の
展
示
会
開
催
数
約
三
〇
〇
件
、
来
訪

者
数
一
、二
〇
〇
万
人
。「
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
」
は
名
実
と
も
に
わ
が
国
最
大

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
だ
。
そ
の
管

理
、
運
営
を
担
う
㈱
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
が
昨
年
四
月
、
社
内
に
「
国
際
事
業

担
当
」
を
設
置
、
国
際
展
開
を
視
野
に

事
業
強
化
の
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ
。
新

組
織
を
牽
引
す
る
菊
池
徹
担
当
課
長
に
、

M
I
C
E
の
現
状
と
展
望
を
聞
い
た
。

　
「
当
社
は
八
〇
年
代
か
ら
韓
国
や
欧

州
の
展
示
会
場
と
従
業
員
の
交
換
派
遣

な
ど
人
的
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

回
の
国
際
部
門
の
設
立
に
よ
っ
て
、
台

湾
の
貿
易
協
会
と
の
間
で
主
催
展
示
会

の
開
催
に
お
け
る
協
力
協
定
の
締
結
を

達
成
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
各
国
等
と
連

携
強
化
を
図
り
事
業
化
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
の
部
署
の
使
命
で
す
」。
ア
ジ
ア

圏
に
お
け
る
日
本
の
展
示
会
開
催
件
数

で
は
中
国
に
次
ぐ
第
二
位
だ
が
、
平
成

十
九
年
か
ら
の
五
年
間
の
成
長
率
は
マ

イ
ナ
ス
一
四
・
七
％
、
三
割
超
の
伸
び

を
示
す
各
国
と
比
較
し
て
低
迷
と
い
っ

て
も
い
い
状
況
だ
。「
周
辺
各
国
は
確

か
に
ラ
イ
バ
ル
で
す
。
し
か
し
海
外
で

催
さ
れ
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
で
成
果
を
実

感
し
た
出
展
者
や
来
場
者
が
、
次
回
は

日
本
で
の
開
催
を
検
討
す
る
こ
と
も
大

い
に
想
定
で
き
る
。
日
本
へ
の
誘
致
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
並
行
し
て
、
海
外
へ

打
っ
て
出
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
に
も
大

き
な
意
義
が
あ
る
ん
で
す
」。
そ
の
た

め
、
海
外
の
展
示
会
に
足
を
運
び
、
見

本
市
会
社
や
主
催
団
体
と
の
関
係
強
化
、

情
報
収
集
に
邁
進
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま
れ

ば
大
き
な
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

展
示
会
の
「
質
」
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。「
日
本
が
誇
る
様
々
な
先
端
技

術
は
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
を
惹
き
付
け
る

強
い
武
器
に
な
り
ま
す
」。
展
示
面
積

は
世
界
で
六
八
番
目
。
施
設
拡
張
は
大

き
な
テ
ー
マ
だ
が
、
出
展
者
の
質
で
は

引
け
を
取
ら
な
い
と
い
う
。「
展
示
会
の

本
来
の
目
的
は
、
出
展
者
の
製
品
、
技

術
が
来
場
者
に
確
実
に
届
く
こ
と
。
陳

列
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当

社
主
催
見
本
市
で
は
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
を
ケ
ア
で
き
る
来
場
者
登
録

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し

て
い
く
こ
と
で
出
展
効
果
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
後
方
支
援
を
し
て
い
ま
す
」
と

菊
池
課
長
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
重
要
性

も
強
調
し
た
。

 「質」の高い
展示会が
世界のバイヤーを
惹き付ける
東京ビッグサイト

株式会社東京ビッグサイト
事業推進部 事業推進課 国際事業担当課長

菊池 徹
国際規模の展示会誘致や世界からの出展者、
バイヤーの集客を担う国際事業担当。そのリ
ーダーとしてアジア諸国を中心に世界を飛び
回る。各国の展示会、関係者の最新動向を収
集し、JAPAN MICEの国際展開に取り組む。

ビッグサイトのランドマーク、会議
棟は1,000名収容の国際会議場、
レセプションホールの他、規模に
応じた22の会議室を集約した。

独自の展示会も主催する。そのひと
つ、昨年の「日本国際工作機械見本市」
は総来場者が前回を12％上回る約13
万人、世界72の国と地域から来訪を
記録した。世界で初めて公開される先
端技術も多数。質の高い展示を求め、
世界からバイヤーが集まる。

右ページ写真：中原一隆　左ページ提供：㈱東京ビッグサイト

E
Event / Exhib i t ion

イベント・展示会

C
Convent ion

大会・学会・国際会議

ICタグを利用した
リアルタイム
マーケティングで
商談をスムーズに！

同社が（一社）日本工作機械工業会と共催する「日本
国際工作機械見本市」は東京ビッグサイト全ホール
を使用する巨大展示会だ。ここではICタグを活用
したシステムにより、展示ブースを訪れた来場者情
報を、瞬時に出展者にフィードバック。「スムーズ
な商談」を支援する。



豊洲新市場

ジョイントゾーン
（域内交通の強化）

シーサイド商業・観光ゾーン
（ホテル・大型商業施設等）　

複合型MICE拠点
（民間MICE、ホテル、
エンターテイメント施設等）

企業創生ゾーン
（東京都立産業技術
研究センター新本部
産業技術総合研究所
インキュベーション施設等)

東京ビッグサイト

青海地区

台場地区

豊洲地区

有明南地区

有明北地区

国
際
観
光
の
相
乗
効
果

ビジネス機会の創出

臨海副都心 アジアヘッドクォーター特区

臨海副都心

羽田

品川

渋谷

六本木・新橋・東京駅

新宿
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日
本
の
M
I
C
E
を
加
速
さ
せ
る

カ
ギ
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
東
京

観
光
財
団
に
出
向
し
て
い
た
山
本
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
、
諸
外
国
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
主
催
者
か
ら
「
東
京

で
開
催
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
」
と
尋

ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
度
に
、

施
設
や
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
は
も
と
よ

り
、
日
本
独
自
の
歴
史
と
文
化
に
裏
付

け
ら
れ
た
『
和
の
お
も
て
な
し
』
の
素

晴
ら
し
さ
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
語
る
。
大
規
模
な

国
際
会
議
と
も
な
る
と
開
催
地
決
定
に

四
、五
年
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
誘

致
合
戦
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
そ
れ
に
匹

敵
す
る
。
数
千
名
規
模
の
国
際
会
議
の

誘
致
で
は
、
主
催
者
・
自
治
体
・
関
連

団
体
企
業
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。
同
氏

は
、
主
催
者
や
参
加
者
の
心
に
残
る
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
東
京
に

お
け
る
M
I
C
E
の
発
展
に
繋
が
り
、

さ
ら
に
は
、
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
を
グ

ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
に
押
し
上
げ
る
こ

と
に
も
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

展
示
会
に
お
け
る
商
談
拡
大
の
重
要

性
を
菊
池
課
長
は
指
摘
す
る
。「
こ
れ

ま
で
国
内
展
示
会
は
、
新
商
品
の
P
R

の
場
と
し
て
の
性
格
が
強
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
海
外
企
業
か
ら
求
め
ら
れ

る
の
は
直
接
取
引
、
商
談
の
場
な
の
で

す
。
海
外
出
展
者
や
来
場
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
な
け
れ
ば
競
争
力
は
高
ま
り
ま

せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
日
本
の
商
品
を
世
界
に

売
り
込
む
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま

す
」。
国
際
展
示
会
は
世
界
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
一
堂
に
会
し
、
直
接
体
験

で
き
る
重
要
な
機
会
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
視

点
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。

　

来
る
べ
き
M
I
C
E
隆
盛
の
と
き

を
見
据
え
、「
受
け
皿
」
の
整
備
も
大
き

な
鍵
を
握
る
。
世
界
か
ら
人
々
を
呼
び

込
む
た
め
に
は
羽
田
空
港
の
国
際
化
や
、

都
心
と
羽
田
、
成
田
両
空
港
と
の
ア
ク

セ
ス
強
化
な
ど
東
京
の
国
際
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
。
世
界
の

ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
詳
細
な
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
う
え
に
日
本
の
建
設

技
術
を
結
集
し
て
商
業
、
業
務
、
ホ
テ

ル
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
展
示
施
設
な

ど
M
I
C
E
施
設
の
充
実
し
た
、
世
界

の
耳
目
を
集
め
る
先
進
的
な
都
市
づ
く

り
も
必
要
だ
。
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面

の
充
実
を
追
い
風
と
し
て
今
、
改
め
て

日
本
が
世
界
の
M
I
C
E
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
る
。

MICE開催地には、国際会議場や展示場のみならず商業施設、宿泊施設、リゾート施設などを集積し、アフターコンベンション機能の充実を図るこ
とが世界的に求められている。加えて「ユニークベニュー」と呼ばれる、その都市にしかない特別な地域特性に富んだ観光資源の活用も競争力強化
に必要だ。東京都は、アジアの拠点の地位を確立するために、外国企業の投資を促す「アジアヘッドクォーター特区」を推進。そのなかでインフラ
やMICE施設のさらなる強化、ユニークベニューの活用により、臨海副都心をMICE・国際観光拠点へと成長させることを目指している。（上図：東
京都「臨海副都心におけるMICE・国際観光拠点の形成」より作成）

写真：アフロ

WHY TOKYO
NOW?
世界から人々を呼び込む東京の魅力

優れたアクセス性
日本はアメリカ、欧州からほぼ等
距離にある。さらに羽田空港の国
際化で空の玄関も世界に向け大き
く開かれた。臨海副都心からは、
JR東京駅、東京ディズニーラン
ド、銀座といった主要スポットが
30分圏内。日本、東京は「世界か
ら近い」国、都市なのだ。

伝統と都市の融合
下町の風情を残す浅草、緑豊かな
神宮外苑、日本文化の象徴キモノ、
茶道、華道。最先端の建築技術を
駆使した東京スカイツリー、新宿
を筆頭とする超高層ビル街。「伝
統」と「都市」が融合する「東京」に
は貴重なインセンティブ体験を堪
能するファクターが溢れている。

充実した施設
都内の宿泊施設の客室総数は約
96,000室。その数もさることな
がら、目的にあわせたグレード、ホ
スピタリティを選択できる。食に
関しても、和食はもちろん世界各
国のグルメを提供可能だ。東京の

「バリエーション」の豊富さは、様々
なイベントに柔軟に対応する。


